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67 はじめにはじめに

条
憲
法
と
い
う
秩
序
の
制
定
と
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
『
古
事
記
』
が
十
七
条
憲
法
を
記
さ
な
い
の
は
、
中
国

的
な
秩
序
で
あ
っ
た
こ
と
、『
古
事
記
』
成
立
時
に
既
に
大
宝
律
令
が
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。

『
古
事
記
』
は
、
あ
く
ま
で
も
高
天
原
に
よ
る
秩
序
、
高
天
原
の
聖
性
を
継
ぐ
天
皇
に
よ
る
秩
序
に
拘
る
。
そ
の
こ

と
は
、『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い
『
古
事
記
』
独
自
の
点
、
す
な
わ
ち
「
高
天
原
」
の
設
定
と
、
天
の
神
に
よ
る
「
修
理

固
成
」
命
令
の
設
定
と
も
通
じ
る
。
高
天
原
、
及
び
高
天
原
と
結
ば
れ
て
い
る
有
徳
天
皇
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
正
し
い

歴
史
。
そ
の
歴
史
に
よ
っ
て
「
今
を
照
ら
す
」、
そ
れ
が
『
古
事
記
』
の
意
図
で
あ
っ
た
、
と
本
書
で
は
考
え
る
。

『
古
事
記
』
編
纂
時
の
天
武
朝
。
朝
廷
・
畿
内
・
国
を
二
分
し
た
壬
申
の
乱
。
さ
ら
に
白
村
江
で
の
敗
北
に
よ
る
外

国
か
ら
の
侵
略
危
機
。
外
国
と
通
じ
る
可
能
性
の
あ
る
豪
族
（
筑
紫
磐
井
を
前
例
と
し
て
）。
ま
さ
に
内
憂
外
患
の
状
態

で
あ
っ
た
。
克
服
す
る
た
め
に
は
日
本
独
自
の
理
念
を
打
ち
立
て
て
秩
序
の
回
復
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

秩
序
の
回
復
の
た
め
に
最
も
必
要
で
あ
っ
た
の
が
、
天
皇
家
に
よ
る
統
治
の
正
当
性
を
世
に
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
正
当
性
と
は
、
正
し
い
歴
史
（
国
作
り
と
人
の
世
の
秩
序
作
り
）
の
中
に
表
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
『
古
事
記
』
は
、

正
し
い
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
編
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
点
。
如
上
の
意
図
・
歴
史
観
・
必
要
性
を
表
す
た
め
に
、『
古
事
記
』
は
〈
文
学
〉
的
な
技
法
を
多
く
用
い
る
。

そ
こ
で
本
書
で
は
、〈
文
学
〉
と
い
う
観
点
か
ら
『
古
事
記
』
を
読
み
解
い
て
い
く
。〈
文
学
〉
に
つ
い
て
一
言
。

『
古
事
記
』
は
、
地
の
文
・
歌
・
系
譜
と
い
う
三
つ
の
文
体
に
よ
っ
て
〈
話
〉
を
描
い
て
い
る
。

地
の
文
は
い
わ
ゆ
る
散
文
。〈
話
〉
を
展
開
さ
せ
る
機
能
を
も
つ
の
で
、
私
は
展
開
文
と
呼
ん
で
い
る
。
歌
は
リ
ズ
ム

は
じ
め
に

『
古
事
記
』
の
意
図
を
極
簡
単
に
言
う
な
ら
ば
、
序
文
の
「
稽
古
」「
照
今
」
に
尽
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
過

去
の
正
し
い
歴
史
を
今
の
世
に
生
か
し
て
、
秩
序
あ
る
世
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

『
古
事
記
』
に
お
け
る
秩
序
は
、
二
点
あ
る
と
考
え
る
。
一
は
国
作
り
に
よ
る
秩
序
、
二
は
人
の
世
の
秩
序
。

『
古
事
記
』
は
「
天
」
の
特
別
性
か
ら
説
く
。
唯
一
絶
対
の
「
高た
か
あ
ま
の
は
ら

天
原
」
が
ま
ず
あ
り
、
天
つ
神
は
国
の
「
修
理

固
成
」（
国
作
り
）
を
命
じ
る
。
伊い
ざ
な
き

耶
那
岐
・
伊い
ざ
な
み

耶
那
美
が
国
土
・
自
然
を
作
り
、
大
国
主
神
が
環
境
を
作
る
（
上
巻
）。

そ
の
「
国
」（
葦
原
中
国
）
を
、
武
力
的
（
神
武
天
皇
）、
祭
祀
的
（
崇
神
天
皇
）
に
平
定
し
て
大
和
国
を
作
る
。
神
の

援
助
を
得
て
領
土
を
拡
大
す
る
。
神
の
助
言
に
よ
っ
て
外
国
（
蕃
国
）
を
従
え
る
と
、
一
通
り
ハ
ー
ド
面
で
の
国
家

（
国
作
り
）
が
完
成
す
る
（
中
巻
）。
神
の
助
力
を
得
て
人
が
行
う
国
作
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
は
ソ
フ
ト
面
で
の
国
作
り
（
人
の
世
）。
ま
ず
徳
の
あ
る
天
皇
（
仁
徳
）
が
出
現
す
る
。
人
の
知
恵
に
よ
っ

て
世
を
治
め
る
時
代
と
な
る
。
す
る
と
人
の
情
が
世
の
中
を
左
右
す
る
こ
と
と
な
る
。
嫉
妬
（
石
之
日
売
）
や
骨
肉
の

争
い
（
皇
族
同
士
の
争
い
）、
愛
憎
劇
・
暴
力
等
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
べ
く
、「
譲
」
と
い
う
徳
を
持
つ
天
皇
（
顕

宗
・
仁
賢
天
皇
）
の
出
現
に
よ
っ
て
、
秩
序
あ
る
「
人
の
世
」
が
で
き
あ
が
る
。「
人
の
世
の
秩
序
」（
人
に
よ
る
国
作
り
）

が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
、『
古
事
記
』
は
こ
こ
で
説
話
を
終
え
、
以
降
は
系
譜
記
事
の
み
と
な
る
（
下
巻
）。

系
譜
記
事
が
推
古
天
皇
で
終
わ
る
の
も
、
編
纂
時
か
ら
見
た
過
去
が
推
古
朝
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
十
七



8はじめに

を
も
つ
の
で
韻
文
、
律
文
と
呼
ば
れ
る
。
歌
は
〈
話
〉
の
一
場
面
に
集
中
し
て
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
や
心
情
を
表
現
す

る
（
私
は
場
面
文
と
呼
ぶ
）。
系
譜
は
、
神
人
名
と
簡
単
な
事
績
と
を
列
挙
す
る
。〈
話
〉
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

〈
話
〉
と
は
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
誰
が
」「
何
を
し
た
」
と
い
う
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
「
今
朝
」「
家

で
」「
私
は
」「
パ
ン
を
食
べ
た
」
だ
け
で
は
〈
文
学
〉
と
は
言
え
な
い
。
日
常
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
光
景
で
あ
る
か
ら
だ
。

〈
文
学
〉
は
非
日
常
世
界
を
描
く
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
と
〈
文
学
〉
と
な
る
。

・
い
つ
…
…
…
昔
（
今
で
は
な
い
時
間
）、 

・
誰
が
…
…
…
桃
か
ら
生
ま
れ
た
桃
太
郎
が
（
異
常
出
生
し
た
者
）、

・
ど
こ
で
…
…
鬼
ヶ
島
で
（
異
空
間
）、 

・
何
を
し
た
…
鬼
退
治
を
し
た
（
特
別
な
出
来
事
）。

右
は
、
全
て
が
非
日
常
的
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
常
を
組
み
込
む
こ
と
も
あ
る
。「
ど
こ
に
で
も
い
る
お
爺
さ

ん
」
が
「
鬼
の
い
る
異
空
間
で
」「
踊
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
て
も
〈
文
学
〉
と
言
え
る
。

〈
文
学
〉
は
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
誰
が
」「
何
を
し
た
」
に
お
い
て
、
日
常
と
非
日
常
と
を
組
み
合
わ
せ
て
成
り
立

っ
て
い
る
。
た
と
え
日
常
生
活
を
描
い
て
い
て
も
、
そ
れ
は
非
日
常
的
な
出
来
事
の
前
提
と
な
る
日
常
で
あ
る
。

要
す
る
に
〈
文
学
〉
は
「
特
別
な
非
日
常
の
出
来
事
」
を
描
く
。〈
文
学
〉
と
し
て
『
古
事
記
』
を
読
む
と
い
う
の

は
、『
古
事
記
』
が
「
特
別
な
非
日
常
の
出
来
事
」
に
つ
い
て
如
何
な
る
趣
向
を
凝
ら
す
か
を
読
み
取
る
こ
と
で
あ
る
。

『
古
事
記
』
に
は
、
主
に
三
つ
の
文
体
を
用
い
た
、
複
数
の
文
脈
が
あ
る
。
さ
ら
に
行
間
、
伏
線
か
ら
浮
か
び
上
が

る
文
脈
も
あ
る
。
複
数
の
文
脈
で
も
っ
て
「
特
別
な
出
来
事
」
を
効
果
的
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

本
書
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
文
脈
の
読
解
を
目
的
と
す
る
。
よ
っ
て
〈
文
学
〉
と
い
う
副
題
を
設
け
て
い
る
。

序
文

─
稽け
い
古こ

照し
よ
う
今こ
ん

　
　
　
　
　
　
　

邦
家
の
経
緯

　
　
　
　
　
　
　

王
化
の
鴻
基

　
　
　
　
　
　
　

帝
皇
の
日
継

　
　
　
　
　
　
　

先
代
の
旧
辞

　
　
　
　
　
　
　

稗
田
阿
礼

　
　
　
　
　
　
　

太
安
万
侶

　
　
　
　
　
　
　

天
武
天
皇

　
　
　
　
　
　
　

元
明
天
皇
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11
須す

賀が
の

宮み
や

の
聖せ

い

婚こ
ん

ス
サ
ノ
ヲ
は
清す
が
す
が々

し
い
心
に
な
れ
た
須す

賀が

の
地
に
宮
を
置
き
、
歌
（「
八
雲
立
つ
…
…
」）
を
詠
ん
で
、
櫛く
し
な
だ
ひ
め

名
田
比
売

を
妻
と
す
る
儀
式
を
行
う
。
ス
サ
ノ
ヲ
の
子
孫
と
し
て
大
国
主
神
が
生
ま
れ
る
。
大
国
主
神
は
五
つ
の
名
を
持
つ
。

こ
の
章
段
で
問
題
と
な
る
の
が
、
①
ス
ガ
の
地
と
結
婚
と
の
関
係
、
②
「
八
重
垣
」
を
作
る
意
味
、
③
古
事
記
最
初

の
歌
謡
と
し
て
の
意
義
、
④
大
国
主
神
の
系
譜
、
⑤
大
国
主
神
の
別
名
、
等
で
あ
る
。

須
賀
の
地
が
清
々
し
い
の
は
、
菅
が
生
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
菅
の
生
え
る
地
の
井
の
水
と
「
清す
が
す
が々

し
」
と

表
現
す
る
（『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
菅
生
山
。
近
藤
信
義
『
音
喩
論
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年
一
二
月
、
46
頁
）。

清
々
し
い
場
所
は
、
聖
な
る
婚
姻
を
す
る
の
に
相
応
し
い
場
所
で
あ
っ
た
（
①
）。
神
武
天
皇
が
伊い

須す

気け

余よ

理り

比ひ

売め

と
婚
姻
し
た
際
に
、「
菅す
が

畳だ
た
み

　
い
や
清さ
や

敷
き
て
　
我
が
二
人
寝
し
」（
神
武
記
19
蕃
歌
謡
）
と
歌
う
の
も
同
じ
。

従
来
、
本
章
段
で
「
妻つ
ま
ご籠

み
に
　
八や
へ
が
き

重
垣
作
る
」
と
歌
う
こ
と
に
つ
い
て
「
神
婚
」
と
関
わ
る
と
い
う
指
摘
は
あ
っ

た
も
の
の
、
具
体
的
な
様
子
は
不
明
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
花
嫁
を
大
き
な
籠
の
中
に
入
れ
て
置
く
と
い
う
中

国
の
少
数
民
族
（
イ
族
）
の
習
俗
が
報
告
さ
れ
た
（
工
藤
隆
『
古
事
記
の
起
源
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）。
花

嫁
と
結
婚
す
る
為
の
儀
礼
で
、
信
仰
的
に
は
花
嫁
は
ま
ず
共
同
体
の
神
と
結
婚
し
て
共
同
体
の
一
員
と
な
り
、
そ
の
後

に
「
人
の
嫁
」
に
な
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
結
婚
に
際
し
て
、
嫁
と
な
る
女
性
が
逃
げ
隠
れ
る
話
（
隠な

び

妻
型
説
話
）
も
同
様
の
儀
礼
を
踏
ま
え
る
（
隠
び
妻
型
説
話
に
つ
い
て
は
、
雄
略
記
「
81
金
鉏
岡
と
天
語
歌
」
段
）。

古
事
記
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
の
嫁
を
ス
サ
ノ
ヲ
の
嫁
に
す
る
た
め
の
儀
礼
的
な
手
続
き
（
②
）
と

い
う
こ
と
な
る
。
聖
な
る
八
重
垣
を
作
り
、
そ
の
中
に
女
性
を
安
置
し
て
自
身
の
嫁
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

歌
謡
で
「
そ
の
八
重
垣
を
」
と
詠
む
の
は
、
八
重
垣
の
中
に
い
る
女
性
を
慕
う
男
心
。
男
女
の
間
を
隔
て
る
障
害
物

と
な
る
戸
を
詠
む
歌
（『
古
事
記
』
神
語
、『
万
葉
集
』
巻
一
三
・
三
三
一
〇
等
）
が
あ
る
。
儀
礼
と
は
い
え
、
隔
離
に
よ
っ

て
愛
し
い
女
性
と
逢
え
な
い
。
男
の
眼
前
に
は
障
害
物
。
男
は
、
女
性
を
慕
い
、
そ
の
障
害
物
を
詠
む
し
か
な
い
。

「
八
雲
立
つ
」
は
「
出
雲
」
に
係
る
枕
詞
。『
万
葉
集
』
に
は
「
八
雲
さ
す
出
雲
」（
巻
三
・
四
二
九
）。「
出
雲
」
に
係

る
枕
詞
に
は
、「
八
つ
藻め

さ
す
」（
景
行
記
）
も
あ
る
。「
雲
」・「
藻
」
が
「
出い

づ
る
」
の
で
「
出
雲
」
に
係
る
。
本
章
段

で
は
男
女
を
隔
て
る
障
害
物
な
の
で
、「
八
雲
立
つ
」
の
方
が
相
応
し
い
。「
雲
」
に
心
理
的
な
距
離
感
を
感
じ
さ
せ
る
。

目
の
前
の
垣
根
で
あ
っ
て
も
、
心
理
的
に
は
遥
か
遠
く
に
感
じ
る
。
絵
画
的
・
演
劇
的
な
雰
囲
気
を
も
つ
。

こ
の
歌
謡
は
『
古
今
集
』
仮
名
序
で
は
「
人
の
世
と
な
り
て
、
素す
さ
の
を
の

盞
嗚
尊み
こ
と
よ
り
ぞ
三
十
文
字
あ
ま
り
一
文
字
は
よ

み
け
る
」
と
短
歌
の
起
源
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
短
歌
体
（
五
七
五
七
七
）
の
歌
は
、
古
く
は
長
歌
に
付
け
ら
れ
た
反
歌

（
要
約
）
と
し
て
附
属
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
長
歌
か
ら
独
立
し
て
短
歌
体
が
自
立
す
る
の
は
持
統
朝
あ
た
り
と
さ
れ

る
（
稲
岡
耕
二
「
人
麻
呂
の
『
反
歌
』『
短
歌
』
の
論
」〔『
万
葉
集
研
究
　
第
二
集
』
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
四
月
〕）。
そ
れ
以

前
の
歌
に
は
不
定
型
詩
や
長
歌
体
が
多
い
こ
と
に
よ
る
。
短
歌
体
の
「
八
雲
立
つ
…
…
」
歌
が
「
短
歌
の
起
源
」
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
『
古
今
集
』
が
素
盞
嗚
尊
を
「
人
の
世
」
の
歌
と
す
る
の
は
意
味
が
あ
る
。「
障
害
を
前
に
、
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呆
然
と
景
を
眺
め
て
妻
を
慕
う
」
人
間
の
男
ら
し
い
感
情
を
も
つ
の
が
「
人
の
世
」
な
の
で
あ
る
。
男
の
感
情
を
通
し

て
舞
台
が
「
人
の
世
」
に
移
る
こ
と
を
歌
で
暗
示
す
る
（
③
）。
な
お
須
我
神
社
（
島
根
県
雲
南
市
大
東
町
須
賀
）
は
、

和
歌
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
「
須す

我が

社
」「
須
我
山
」「
須
我
小
川
」
が
載
る
。

次
頁
系
図
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
で
は
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
を
ス
サ
ノ
ヲ
の
六
世
孫
と
す
る
。『
日
本
書
紀
』
一
書
一
で

も
ス
サ
ノ
ヲ
の
六
世
孫
と
す
る
が
、
一
書
二
で
は
七
世
孫
、
さ
ら
に
八
段
本
書
で
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
子
と
す
る
。

ス
サ
ノ
ヲ
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
本
来
飯
石
郡
須
佐
郷
を
本
拠
と
す
る
神
。
現
在
で
も
、
ス
サ
ノ
ヲ
を

祭
る
須
佐
国
造
家
が
存
在
す
る
。
一
方
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
は
、
出
雲
国
出
雲
郡
の
出
雲
大
社
に
お
い
て
出
雲
国
造
家
が
祭

る
神
で
あ
る
。
出
雲
地
方
に
お
い
て
元
来
別
個
に
信
仰
さ
れ
た
二
神
を
、
系
譜
的
に
結
び
付
け
た
よ
う
で
あ
る
。

記
紀
が
ス
サ
ノ
ヲ
と
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
と
を
結
び
付
け
る
の
は
、
a
地
上
世
界
の
主
と
し
て
相
応
し
い
高
貴
な
血
筋
を

与
え
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
が
天
孫
に
国
を
譲
る
こ
と
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
b
六
世
孫
と
す

る
の
は
、
天
の
神
・
ス
サ
ノ
ヲ
の
血
を
引
き
な
が
ら
も
、
天
と
は
区
別
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
六
世
孫
は
、
律
令
で
い

え
ば
皇
族
を
離
れ
て
臣
籍
降
下
す
る
立
場
に
あ
る
（
五
世
孫
ま
で
が
皇
族
）。
そ
の
点
、『
日
本
書
紀
』
八
段
本
書
が

「
子
」
と
す
る
の
は
、
a
の
み
を
重
視
し
た
こ
と
に
な
る
。『
古
事
記
』
は
a

　

b
の
二
つ
考
え
を
併
せ
持
つ
（
④
）。

大
国
主
神
が
五
つ
の
名
（『
日
本
書
紀
』
八
段
一
書
六
で
は
、
大
物
主
・
大
国
魂
を
加
え
た
七
つ
の
名
）
を
も
つ
の
も
、

本
来
別
信
仰
で
あ
っ
た
神
々
を
系
譜
的
に
結
び
付
け
た
か
ら
と
さ
れ
る
（
⑤
）。
多
く
の
神
を
集
合
し
た
大
国
主
神

（
集
合
神
）
だ
か
ら
、
神
々
の
総
意
に
よ
っ
て
国
が
譲
ら
れ
る
、
と
い
う
構
想
に
基
づ
く
系
譜
操
作
で
あ
る
。

結
婚
・
系
譜
に
よ
っ
て
、
天
上
世
界
の
神
（
天
つ
神
）
と
地
上
世
界
の
神
（
国
つ
神
）
と
を
結
び
付
け
、
か
つ
後
の

国
譲
り
の
伏
線
を
設
定
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
操
作
を
施
し
た
章
段
と
い
え
よ
う
。

【
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
大
国
主
へ
の
系
譜
】

大
山
津
見
神

神
大
市
比
売

大
年
神

宇
迦
之
御
魂
神

ス
サ
ノ
ヲ

天
之
都
度
閇
知
泥
神

２
布
波
能
母
遅
久
奴
須
奴
神

１
八
島
士
奴
美
神

櫛
名
田
比
売

４
淤
美
豆
奴
神５

天
之
冬
衣
神

布
怒
豆
怒
神

（
亦
名
、
大
穴
牟
遅
神
・
葦
原
色
許
男
神
・
八
千
矛
神
・
宇
都
志
国
玉
神
）

布
帝
耳
神

刺
国
大
神

刺
国
若
比
売

６
大
国
主
神

３
深
淵
之
水
夜
礼
花
神

淤
迦
美
神

日
河
日
売

木
花
知
流
比
売

お
ほ
や
ま
つ
み

か
む
お
ほ
い
ち
ひ
め

お
ほ
と
し

う

か

の

み

た

ま

く

し

な

だ

ひ

め
お

み

づ

ぬ

ふ

の

づ

の

ふ
て
み
み

あ
め
の
ふ
ゆ
き
ぬ

さ
し
く
に

さ
し
く
に
わ
か
ひ
め

お
ほ
あ
な
む
ぢ

あ
し
は
ら
の
し
こ
を

や
ち
ほ
こ

う
つ
し
く
に
た
ま

や

し

ま

じ

ぬ

み

ふ

は

の

も

ぢ

く

ぬ

す

ぬ

あ
め

の

つ

ど

へ

ち

ね

ふ
か
ふ
ち
の
み
づ
や
れ
は
な

こ
の
は
な
ち
る
ひ
め

お

か

み

ひ
か
は
ひ
め


